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■水への熱意
　今年で入社７年目になりますが、「水」に対
する興味を持った契機は、私が高専生だったこ
ろまでさかのぼります。土木工学が専門でした
が、当時特別授業で選択テーマの一つにあ
った「水」を選んだのが最初でした。
　それまで生活の中ではほとんど意識した
ことがなかった水が、循環しながら何度も
地球上をグルグル回っている壮大なものと
して認識を新たにし、面白いと思うように
なりました。

大学でも「水」について勉強したいと思い、大学・大学院では衛生
工学を学びました。就職活動では「水」のほかに「チームワーク」も
キーワードにしました。正直なところ、学生時代は勉強よりもイベン
ト活動に力を入れていましたが、そこで自分とは全然違う考えの人た
ちと一丸となって取り組み、自分だけではできないことが達成できる
面白さを体験しました。
　そのため、チームで大きなプロジェクトに取り組んでいくイメージ
のあったプラント業界を中心に企業見学をしていました。一方、多く
の企業は事業部門の一つで水を扱う組織体制になっており、就活サイ
トで「水」をキーワードに会社を探しても水専業の企業は多くないこ
とも知りました。そうした中、当時のメタウォーターは発足３年目で、
上下水道プラントに携わる水専業企業として「水の世界でやっていく」
という勢いがあるように感じましたし、新しいことにチャレンジでき
る会社に見えました。
　ただ、本音を言うと〝メタウォーター〟という名前を聞いたことが
無かったため、最初の志望度は高くありませんでした。就活終盤には
どの会社に行くべきか悩みもありました。結局、最後の決め手は「ま
だまだ知名度は低い会社かもしれないけど、私の〝水〟に対する気持
ちは熱いよ。そして会社の中にも熱い人はたくさんいるよ」という同
じ大学からメタウォーターに入社した先輩の一言でした。水に特化し
た会社であり、そこで水に対し熱心で頑張っている人がいるというこ
とが入社につながりました。
■大型案件を間近に
当社は入社後に配属面談を行いますが、私は営業を希望しました。理由

は「未来の水をどうつくっていきましょうか」というプランニングをする
仕事がしてみたいと思ったからです。お客さまに一番近いところで今後の
プランや課題などを会話し、何気ないお客さまの一言を拾い集め、仕事に

昇華させるところに営業の面白さがあると思います。結果として入社１年
目から営業に配属され、２～６年目は大阪へ転勤となりました。大阪への
転勤は国土交通省のＢ―ＤＡＳＨプロジェクト（下水道革新的技術実証事
業）として、池田市下水処理場で「脱水・燃焼・発電を全体最適化した革
新的下水汚泥エネルギー転換システムの実証事業」が始まるタイミングで
した。そのため、日々現場とお客さまの要望が変わっていく中、求められ
る技術を一緒に考えながらつくり込んでいく、それをハンドリングしてい
くという大プロジェクトの進行を間近で体験できました。自分自身もがむ
しゃらに働きましたが、プロジェクトチームに自分の役割があることにや
りがいと喜びがありました。

■提案の最前線で
　入社時は海外への志望度が高く、新興国で都市を一からつくること
に携わり、その経験を国内における将来的な都市リノベーションなど
に生かすキャリアプランを思い描いていました。私は国内で仕事をし
てきましたが、今振り返って見ても、当時の考え方は間違っていなか
ったと思います。
国内で仕事をしていると目の前には現実として老朽化していく設備
があり、お客さまは限られた予算の中でいかに優先順位を付け、設備
を更新していくべきかに悩みを抱えています。多様な悩み事にメタウ
ォーターとしていかに最適解を提供できるかという最前線に営業とし
て身を置いて、悩みの解決に貢献することにやりがいを感じています。
新興国のように成長しないことと、面白くないことはイコールではな
く、実際に困っている人がいて、その人を助ける仕事があり、それが
喜ばれるという関係は日本でも同じです。
　お客さまの悩みに一生懸命応える、その積み重ねが日本の将来に向
けても大事だと思っています。
■事業に夢を乗せて
私の人生における目標は「自分の仕事があったおかげで、その都市
の水がある」と思える痕跡を残すことです。７年目になって基本的な
仕事のやり方が分かってきた一方で、もっとこうしたら良くなるので
は？　と考えることも多くなってきました。今後は営業する中で出て
きたアイディアに肉付けしていくことに力を入れていければと考えて
います。全自動浄水場をつくるためにはどんな技術が必要かな？　設
備や部品が壊れる時期が明確に分かったらいいよね？　せっかく水を
輸送するなら他に一緒に送れるものがないかな？　会社の先輩方とそ
んな夢物語を語る時間は最高に楽しいです。就活生にも会社の事業を
基盤にして、自分の夢を描けるか考えてほしいと思います。どこの企
業でも事業内容は現在取り組んでいるものでしかありません。その上
に自分の夢を乗せて、目指していくことができるかという視点で各社

の事業や社員を見てほしいです。
私が入社を決めたように、メタウォーターは水に熱い社員がいて、水で
生きていく会社です。水に関わる夢があるなら、それをメタウォーターで
実現してほしいですし、是非とも一緒に挑戦していきましょう。
（営業本部東京営業部第一グループ主任）

■入社したきっかけ
茨城県高萩市の出身ですが、大学卒業後は地
元のアピールができ、人の役に立つ仕事に就き
たいと思っていました。昨年の朝の連続ドラマ
「ひよっこ」で高萩の名が知られてきまし
たが、水道の世界では、高萩は良質な「砂」
の産地として有名で、かつてはろ過砂（高
萩産）と仕様書に明記されていたほど水道
用ろ過砂に適しています。日本原料は子ど

もの頃から地元の会社（工場）として知っていましたが、水道用ろ過
材のメーカーということまでは知りませんでした。大学主催の企業セ
ミナーで日本原料の事業内容を知り、地元の名産を扱うことと、社会
貢献性が高い事業であること、それからお客さまの大半が官公庁なの
で安定していることもあり、受けてみようと思い志望しました。
■入社前を振り返って
学生時代は工学部都市環境工学科で水辺景観について研究していま

した。水辺のデザインは治水や環境を考慮して、水辺と人々や街との
関係を公共空間としてデザインします。私は主に都市部における水質
悪化などの課題を都市景観の観点から研究していましたが、水質の変
化が水道水に多大な影響を与えていることは、会社に入ってから知り
ました。水道に携わる仕事に就き、この恵まれた淡水資源をいかに保
全していくことが重要かを日々の業務を通して再認識しています。こ
の業界に進むきっかけになった都市環境工学という理系の道に進んだ
当時の自分に、進路は間違っていなかったと伝えてあげたいですね。
■社後年を振り返って
生産管理部に所属しており、高萩工場で日々ろ過材を製造していま

す。私たちは製造部門として工場からＪＷＷＡ（日本水道協会）規格
に即した製品を製造・出荷する仕事ですが、ろ過材がどのように使わ
れているのか、どのような役割をしているのか知りたくて更生工事の
現場に赴くこともあります。更生工事はろ過池で使用したろ過材を浄
水場内の仮設プラントで洗浄・篩分けして再びろ過池に戻すリサイクル工
事ですが、生産の立場から、工場から出荷したろ過材がろ過工程でこれほど
汚れている様を見るとまさに浄水の核であることを再認識させられます。
施工という観点から自らがつくった製品を扱うことで、生産業務にも生
される〝気づき〟がたくさんあります。

■取り組んでいること
昨年、当社の高萩工場は日本水道協会の品質確認工場に認定されました。

品質管理担当としてろ過砂、ろ過砂利、マンガン砂、アンスラサイトの品
質向上に取り組んでいます。ろ過材はＪＷＷＡで厳しい基準が設けられて
いますが、人の口に入るものをつくるプロセスで使うフィルターですから
当然なことと言えます。メーカーとして、水道界の一員として、品質を維
持向上させる努力を続けています。
　また、当社はものづくり企業ですから、今までにないろ過材の開発にも
参加しています。かつて当社が開発した「インターセプター」というろ過

材は、現在の篩い分け技術でできる最高の均等係数で揃えたろ過材で
す。一般的なろ過材と比較して濁質捕捉帯を倍以上に機能させた高効
率ろ過材です。メーカーの醍醐味は今までにないものを生み出すこと
ですから、技術革新を怠らず、世の中にないアッと驚くようなフィル
ターを高萩工場からリリースしたいと思っています。
■当社のＰＲ
　今年で創業年を迎え、浄水場ろ過材シェアはトップです。浄水場
以外でも飲料製造会社や水族館、民間企業の工場でも当社のろ過材を
使っていただいています。ろ過材メーカーとして貴重な資源である砂
を次世代にも残すために浄水場ろ過池の「更生工事」を提唱したのも
当社です。そして、ろ過材洗浄技術を研鑽して国際特許「シフォン洗
浄」を開発しました。近年の水質悪化によって汚れて肥大化したろ過
材を、破砕することなく新砂同様に蘇らせる最先端洗浄技術としてさ
まざまな賞を受賞しました。さらにこの洗浄機能を組み込んだろ過材
交換不要のろ過装置「シフォンタンク」も開発しました。浄水場の浄
水設備としてだけではなく、自然災害で被災した浄水設備の代替とし
て可搬式浄水装置「モバイルシフォンタンク」が多くの被災地で飲料
水を供給した実績を重ねています。水道界では事業統合や簡易水道施
設の老朽化など新たな課題が露見しています。この解決策として当社
の水処理装置が一助になるため、全社で力を入れて「新しい水道のカ
タチ」を中小規模水道事業に提案させていただいています。当社の浄
水装置には高効率ろ過材が標準装備されていますから、私たち生産部
門も縁の下から支えている自負をもって働いています。
■就活生へ
地球は水に覆われた美しい惑星です。しかし淡水資源はそのわずか
３％しかありまん。わが国は誰もが安全な水にアクセスできる希少な

国で、世界に目を転じると水因性疾患で命を落とす人々もたくさんいま
す。生きとし生けるものに不可欠な「水」を扱う仕事はとても誇らしいこ
とだと感じています。ぜひ就活生の皆さんも、水を通して社会に貢献する
仕事に興味を持っていただき、当社を志望してもらえたら嬉しいですね。
（生産管理部主任）

■コンサルタントの仕事
　当社、日本水工設計は上水道、下水道、河川
や廃棄物などの総合コンサルタント企業です。
　上下水道分野での主なお客さまは国内の官公
庁や地方自治体、水道企業団等で、上下水道事
業の運営方針を定めるビジョンの策定業務や、
上下水道の整備計画策定、実施設計業務などを
担当しています。国内では上下水道の普及が進
んでいるため新設の仕事は減っている、一方で、
人口減少社会を見据えた施設のダウンサイジン

グや地震・津波対策、老朽化対策、浸水対策などまだまだ取り組むべき仕
事があります。私自身、入社してから国内の上下水道事業にこんなにも仕
事があるのだと驚きました。
　コンサルタント企業は数多くありますが、当社の魅力は「大きすぎず、
小さすぎない、ちょうど良い大きさの企業」という点です。企業規模が大
きくなればなるほど会社の決まり事に沿って仕事をする機会が多くなって
しまいますし、逆に小さすぎれば一人でなんでもこなさなければいけませ
ん。ちょうど良い規模だからこそ専門性を高めつつも機動的・主体的に仕
事ができると思います。
■上下水道に携わるきっかけ
　父が建設関係の仕事に就いていたこともあり、子どもの頃から現場に連
れて行ってもらうなど土木の世界は身近な存在でした。上下水道を仕事に
したいと思ったのは、高校時代です。テレビで、安全な飲み水へのアクセ
スが困難な発展途上国で生活する人々のために水道を整備し、飲み水を提
供するというニュース番組の特集を見て衝撃を受けました。自
分もいつかは海外で水インフラを整備したいと思い、大学でも
土木工学を専攻し、４年次には衛生工学研究室で水処理に関す
る研究にも携わりました。そのため就職活動でも特に重視した
のは、「水、特に上水道に携われること」「海外で働けること」
でした。その中で当社を選んだのは、水を扱う総合コンサルタ
ントとして「自分の考えをこれから整備する上下水道施設に反
映させられる」という点や、「海外での仕事に携われる可能性
がある」点に魅力を感じたからです。
　入社して最初の４年間は下水道部門に配属され、自治体が発
注する工事の設計業務などに携わりました。思い出深いのは大
規模な合流改善貯留管の設計に携わったことです。直径５ｍに
もなる管を２㎞にわたって建設するもので、完成後に現場を見
学させてもらった時、携わった設計が形になったことに感動し
ました。
　その後、上水道部門に配属されたのですが、ここでは国内の
水道事業に携わる一方で、念願だった海外の仕事にも携わるこ
とができました。海外業務では、パラオで水道管の老朽化が進
行し漏水が問題となっているため水道管を更新するという事業
内容でした。２週間の現地調査という短期間の仕事でしたが、
貴重な経験をさせていただき、人が生活していくなかで切って
も切り離せない水道施設を海外で整備したいという思いを強く
しました。
■就活生へのメッセージ
　仕事では人と携わることが当たり前です。だからこそ、相手
が意図していることを把握するコミュニケーションは大事にな
ります。特にコンサルタントは、官公庁や建設業者など多くの方々と関わ
ります。自分だけの思い込みで仕事をするのではなく、相手が何を伝えた
いのかを恐れず聞く力は重要です。
　入社してしばらくしたころですが、私が作成した設計図書を社内で確認
した際に不十分な点がいくつも見つかったということがありました。でき
ないことを周囲にさらけ出すのが恥ずかしく、期日に間に合わせすること
を優先してしまったため、あまり周囲に相談することなく仕事を進めたこ
とが原因でした。しかし、不十分な点が確認された後には実際できないこ
とをとがめる人など誰もおらず、誰もが初めはわからないところからスタ
ートするということで、上司には大変親身になって指導していただきまし
た。その内容は今も基礎になって胸に残っていますし、もしそのままの設
計図書で事業が進んでいたら、もっと大変なことになっていたはずです。
わからないことははっきりとわからないと言うことが大事なのだと痛感し
た瞬間です。
　人生の大半の時間を入社した会社で過ごすのですから、自分の好きなこ
と、得意なこと、やりがいのあることを仕事にしたほうが断然楽しいはず
です。仕事を見つける上で大事なのは何にも替えることのできない自分の
軸を見つけることだと思っています。
　私は人が生きていく上で欠かすことのできない「飲み水」を通して人の
役に立ちたいという軸を持ち、気さくな社員の方々と家族の理解に恵まれ
たことで、多少辛い業務があっても乗り越えて、それらを糧に達成感を得
ながら今日まで働いて来られたのだと思っています。
　今は良くも悪くも情報が溢れているため、混乱される方もいるかもしれ
ません。これから就職活動を始められる皆さんには、ぜひ自分の軸を基に
情報を選び取っていただき、自分のやりたいことを仕事にして欲しいなと
思います。（東京支社水道部設計二課総括主査）
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